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1TOEIC と大学英語教育
― 現状と今後の課題 ―






　This article is written to raise and refocus the attention of English education researchers and 
instructors on the TOEIC and its applications at Japanese universities. The TOEIC has been gaining a 
growing influence on Japanese English education. However, a question remains as to whether English 
education professionals truly understand the concept of the test and whether we are maximizing 
its effectiveness with our students. Part one will analyze factors that have facilitated the spread of 
the TOEIC in Japanese universities. Part two discusses how English education professionals have 
responded to this change. Finally, proposals are made to extract the potential of the TOEIC and to 
establish good relationships with the ETS and IIBC.
　1979 年 12 月に最初の TOEIC（Test of English for International Communication）公開テストが，
日本で実施された。その当時の受験者数は延べ約 3000 名に過ぎなかったが，2002 年度には受験者数
は年間約 290 万人に達した 1）。現在TOEIC は世界約 60 カ国で実施され，2200 の企業・団体・学校が
TOEIC を利用している。教育機関で行われた Institutional Program（IP）テスト（TOEIC の団体特別
受験制度）の受験者の数は，2002 年度では 214,000 人を超えた 2）。その内訳は，大学 350 校，短大 55 校，














おりであった（検索条件：全館 and （タイトル＝ /TOEIC/）。和図書 625 件，洋図書 1件，電子資料 10
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件，博士論文 0件，和雑誌新聞 0件，洋雑誌新聞 0件（2003 年 10 月現在）。和図書の殆どは，TOEIC
のスコアアップのノウハウ本や演習問題であった。また，雑誌検索では 1984 年～ 1995 年で 4件，1996
年～ 2000 年で 37 件，2001 年以降は 62 件であった（検索条件：論題名＝ /toeic/）(2003 年 10 月現在）。
2001 年度以降の雑誌の内訳は，約五割が紀要で，報告・学会誌・一般誌が残りを占める。Resources in 
Education Index 及び，Current Index of Journals in Education（ERIC）にいたっては，わずか 9件の
ヒットしかなかった（検索条件Find: TOEIC in Default Fields）（2003 年 10 月現在）。







　2002 年度の TOEIC 受験者は，公開テストでは 533,740 人である 5）。IP テストにおいては 704,462 人
が受験した 6）。教育機関で行われた IP テストの受験者の数は，214,098 人に上る。その内訳は，大学
350 校，短大 55 校，高専 30 校，高校 49 校，語学学校 16 校，専門学校他 39 校となっている。全国の
IP テストを実施した教育機関の数は，539 校になる。文部科学省の平成 13 年 5 月 1 日付のデータによ
ると，日本の 4年制大学の数が全国で 671 校（国立 99，公立 74，私立 497，放送大学 1）ある 7）。そ
のことを考慮すると，TOEIC に対する需要がいかに大きいか理解できる。また，第 12 回 TOEIC テス
ト活用実態報告 2003 年 7 月には，41％の学校がTOEIC のスコアを単位認定に利用していると回答し，






獨協大学（外＜英＞）　  700 以上　出願資格
上智大（外＜英＞）　    700 以上　出願資格
多摩大（経営情報）　    450 以上　合否判定に加算




追手門学院大　         500 以上　出願資格
阪南大学（経済）　      550 以上　出願資格
出典）『カレッジマネジメント』リクルート，2000 年，17 ページ９）。
　TOEIC が大学に進出した理由に 4つの要因が考えられる。第一に，TOEIC は大学が求める基準に
適合していたこと。また，このテストを制作管理できる Educational Testing Service（ETS）という
大きな組織を持っていたことである。TOEIC は，世界一のテスト制作会社によって作られたテスト




Entrance Examination Board と，American Council on Education と，カーネギー教育振興財団の 3つ
の教育組織が母体となって設立された非営利団体として始まった 11）。その規模は，約 46 万坪の研究施
設に統計学，心理学，さまざまな教育の分野の専門家約 3千名を擁し，200 以上ものテストプログラ
ムを開発している。その内容は，大学入学試験から教員資格試験，外交官資格試験，奨学金受領のた
めの試験とさまざまである。日本では，Test of English as a Foreign Language（TOEFL）， Graduate 
Record Exam（GRE），Graduate Management Admission Test（GMAT）などのテストがよく知られ
ている。また日本のセンター試験は，全米大学入学共通試験 Scholastic Aptitude Test（SAT）を参考
にして作られたものである。
　第二に，大学がTOEIC をより必要とした理由は，実社会からの要請の大きさである。TOEIC のス


















































　第四の要因は，Institute for International Business Communication (IIBC) ：財団法人国際ビジネス
コミュニケーション協会（TOEIC の日本国内での運営管理を委託されている）のビジネス戦略にあった。
井原・鶴岡（2001）は，TOEIC の成功をマーケティングの視点から分析し，以下の六つの主な戦略を
あげている18）。“1．高い事業理念と広いドメイン， 2．権威の構築と受験環境の整備， 3．製品の差異化， 4．





めざすことをその理念としている。海外での実務研修を目的とし，米国のAssociation for International 
Practical Training（AIPT）との提携で Japan Center for International Practical Training（JCIPT）を
設立したり，国際的な人材育成を目的とした事業，Global Human Resources Development（GHRD）
を立ち上げたりしている。これら以外にも，短期の海外ビジネスセミナーや，英語研修をとおして国際



























許さなかった。TOEIC は公開テストを 1月，3 月，5 月，7 月，9 月，10 月，そして 11 月と年に 7回
実施する。この公開テスト以外にも，21 名受験者を集めると，企業は場所と時間を自社の都合で設定

































目されていないようである。2002 年度のデータによるとTOEIC は世界約 60 カ国で実施され，290 万
人が受験した 21）。日本での受験者数は，290 万人中 1,326,000 人いる。大まかではあるが，受験者の二
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人に一人が日本人である。ETSのホームページにあるTOEIC Report on Test-takers Worldwide 1997
― 98 の資料によると，日本の受験者は 862,509 人で全体の 62.4％，ついで多いのが韓国の 405,822 人で
全体の 29.3％である 22）。日本と韓国を合わせると全体の 9割を占める数になる。このことが原因なのか，
ERIC のデータベースでわずか 9件のヒットしかなかった（検索条件Find: TOEIC in Default Fields：
2003 年 10 月現在）。世界の英語教育者・研究者はTOEFL には関心があるようだが，TOEIC に関して
はあまりないようである。参考までにTOEFLでのヒット数は 187 件あった（2004 年 1 月 13 日現在）。
　第三に，基礎になるデータや各種の資料や情報はすべて IIBC が発信している。TOEIC テスト活用





　TOEICに関する論文の内容は，以下のように大きく6つに分類できる。 1 英語能力測定，　2 授業評



























































































































　2003 年 1 月付けで，TOEIC の運営管理がThe Chauncey Group International から ETS に移行した。
ETSのその声明の中で，取締役のKurt Landgraf 氏は，今後十年の間に英語能力を判定するテストが，
ETS にとって一番成長する分野だと言及している。さらに，Teaching & Learning セクションの取締
役副社長 Mari Pearman 氏も，その声明の中でTOEIC の日本での成功から，世界市場への拡大のため
更なる組織の強化を図ることを明言している 43）。1979 年から実施されているこのテストは，日本での
受験者数が世界の 62.4％を占め 44），今また日本から世界に広がろうとしている。ETS は確かに下記の
プレスリリースの中で説明されているように世界一のテスト制作運営会社である 45）：
With estimated consolidated revenues of $700million for FY2002, Educational Testing Service 
(ETS） is the world’s largest private educational testing and measurement organization and 
a leader in education research.  The company is dedicated to serving the needs of individuals, 
educational institutions, and government bodies in nearly 200 countries.  ETS develops and 
administers more than 12million tests worldwide.
　しかしながら，今後のよりよい英語教育の発展のためには英語教育・研究者は ETS や IIBC に対
して多くの提案や建設的な批判を行うべきではないだろうか。第一に，TOEIC　Research Reports
と TOEIC　Research Summaries にはそれぞれ 3 つ（計 6 つ）の研究が載せられている 46）。内容は




ムページには，掲載されていない。また同じページに掲載されているTOEIC Report on Test-Takers 
Worldwide も，1997 ― 98 年度が最新でそれより新しいものは出されていない。研究論文やリポート
に関して，5年以上なにも新しいデータが掲載されていないのである。この間，統計学，コンピュー
タ，言語テストの分野においてTOEIC に利用できる研究や技術の進歩がなかったのであろうか。また，
1979 年に ETS が TOEIC を開発してから今まで出された論文の数や種類も，世界一のテスト制作機関
であることを考慮すると極めて少ないのではないだろうか。
　第二に，上記した研究資料が IIBC のホームページには記載されていない。それ以外にも ETS の
ホームページに掲載されているが，IIBC のホームページには記載されていないものがある。例えば，
Technical Manual や，プレスリリース記事などがそうである。特にTechnical Manual は，TOEIC の
信頼性・妥当性，他のテストとの相関分析を理解するうえで非常に大切なものであるにもかかわらず，
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